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茨城大 ･理 藤 原 高 徳
アノーマリの粒子描像に基づく物理的な理解を得るため,正準量子化の立場でアノー マリの記述を試み
た｡その際問題としたのは以下の点である｡作用汎関数の(古典的 )対称性は対応する量子数が基本的相



































富山大 ･理 平 山 実
要旨:ノン･コンパクト空間上の Dirac演算子に関係する位相不変量を考察する｡連続スペクトルの存
在に起因する複雑さ･多様さが現れる｡コンパクト化可能な空間上の場の理論では見られなかった型の
アノマリーが,ノン･コンパクト空間上の場の理論では現れることが指摘される｡
1.位相不変量
n(偶数 )択元ユークリッド空間上の Dirac演算子Dを
D-ir〟∂〟十K(Ⅹ)
とする｡K(Ⅹ)は外場を含む行列関数で
K(Ⅹ)- (QTO(Ⅹ) Q三Ⅹ))
の形をとるものとする0㍍ は定数行列で
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